
M
B
A

Pr
og
ra
m

都立大ビジネススクール
東京都立大学 大学院
経営学研究科 経営学専攻 博士前期課程
経営学プログラム
修士 （経営学）

2020 年度
東京都立大学大学院 経営学研究科

経営学専攻 博士前期課程

首都大学東京は、2020年4月1日に大学名称を東京都立大学に変更する予定です。
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MBA Program Director
首都大学東京大学院

経営学研究科　教授

経営学プログラム（MBA）

プログラムディレクター

高尾　義明

　近年の世界経済の不確実性・複雑性はますます拡大し、企業や公共部門のマネジメントを担う人材

には従来にも増して高度な知識と思考力を兼ね備えることが求められています。2003 年４月に本学

（当時は東京都立大学）大学院に社会人を主な対象とした高度専門職業人養成プログラムが設置され

たのはそのような時代の要請に応えるためでした。以来 15 年以上にわたって、本プログラムはビジ

ネス環境を緻密に分析し経営戦略を立案する能力、組織や制度を設計し変革する能力、そしてビジョ

ンと高い志を兼ね備えて果断に意思決定できるマインドをもつ多くのビジネスパーソンを養成してき

ました。2016 年には新設の丸の内サテライトキャンパスに移転を果たし、2018 年には名称を経営学

プログラム（Master of Business Administration, MBA プログラム）に変更するなど、改革をとげな

がら発展して現在に至っています。

　本プログラムの大きな特徴は、第一線の研究者でもある専任教員を中心にした高度な少人数教育に

あります。単なるノウハウを教えるのではなく、最先端の研究成果を踏まえたマネジメントの本質に

迫る授業が数多く提供されています。本プログラムの修了には修士論文もしくは課題研究論文が必須

であることも特徴の一つです。論文の執筆には総合的な思考力が問われ、並大抵のことではありませ

ん。しかし、本人の努力と教員の密度の高い指導により、多くの方が優れた論文を完成させています。

また、経営学研究科は経営学プログラムに加えて、ファイナンスプログラム、経済学プログラムの三

本立てとなっており、他プログラムのほとんどすべての科目も幅広く履修することができます。

　授業は丸の内サテライトキャンパスで、平日夜間及び土曜日に開講されます。同キャンパスには最

新の設備を擁しており、優れた教育・研究環境が提供され、立地的にも多くの方にとって通学至便と

なっています。主体的に問題を発見し、課題解決力を磨きたいという意欲をもつ方々が本学経営学プ

ログラムに入学され、２年間の研鑽の後に MBA を取得されて、社会や自己に新たな価値を創造でき

る人材として更に高く羽ばたかれることを期待しております。
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Mission
ミッション

Characteristics
特　徴

「経営戦略」「マーケティング」「経営組織・HRM・意思決定」「会計学」「マネジメント・サイエンス」

の５つの教育研究プロジェクトがあり高度で徹底した教育がおこなわれています。

充実した専任教員体制により、講義や演習科目を提供し、丁寧な指導で修士論文等の完成に導きます。

文系・理系を問わず多様な人材を受け入れます。

東京駅至近のキャンパスで平日の夜間と土曜日を中心に学べます。都民の方は入学金が半額となります。

公立大学ならではの公共経営アクションリサーチ、経営者とディスカッションできるビジネスイノベー

ション特別演習など多彩なプログラムで実践的な学習が可能です。

経営学プログラム（MBA）は、産業の活性化を通じて首都東京と我が国に活力を与えていきます。

そのために、科学的な思考能力を基礎とした戦略的な構想のもとで、新たな組織や制度を構築し、

また既存の組織や制度を変革しうるビジネスリーダーや、学術的な課題を自ら設定して研究を遂行

できる能力を持った研究者の養成を目指します。

高度な学び ─5 つの教育研究プロジェクト─

徹底した少人数教育

公立MBA としての強み ─働きながら学べる─

高度で多彩な教育プログラム

ー 講義風景 ー ー 学生談話室 ー ー 共有ラウンジでの自習風景 ー
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Projects
教育研究プロジェクト一覧

出願時に選択した教育研究プロジェクトを中心として、修士論文や課題研究論文の指導が行われます。

１年次には、所属する教育研究プロジェクトの担当教員の演習を受講して、理論的な研究とともに

研究の方法論などを学びます。

２年次に、教育研究プロジェクト担当教員から指導教員が決定され、当該教員を中心とした指導体

制のもとで論文作成に取り組みます。

戦略プランニングの目的は、不確実性の高い事業環境において、企業目標となる価値を創造し、価

値を獲得するための長期的な時間展開となる道筋を提示することにあります。戦略が実効性を高め

るためには、なぜそのような戦略を選択するのか、企業組織に提示することによって組織メンバー

を説得し、コントロールできるだけの戦略の「論理性」が必要です。経営戦略プロジェクトでは、

企業の経営資源や組織能力と持続的競争優位の関係性、或いは市場との関係性に焦点をあてて、企

業ケースやこれまでの学問的研究を広く展望して、企業の戦略行動についての実証的分析や理論的

考察を行うことで、プロジェクトメンバーの「論理性」を養成します。

顧客を中心とした企業活動を行うためには、マーケティングの思想と科学的なリサーチメソッドが

必要になります。このプロジェクトでは、マーケティング論を中心とした研究業績を基礎にしなが

ら、同時に最先端のマーケティング・サイエンスやリサーチメソッドを学ぶことを通じて、顧客と

の長期的な関係を構築し、新たな価値を創造していく論理の理解を深めます。論文指導では、各自

の問題意識に応じて、これまでの研究蓄積を踏まえた新しい論理やマーケティングの可能性を明ら

かにすべく、分厚い事例研究や精緻な実証研究を進めていきます。

１．経　営　戦　略（竹田・松田・松尾）

２．マーケティング（水越・森・中山）
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会計学プロジェクトでは、企業外部の関係者を情報提供のターゲットとした財務会計領域と、経営

者などの内部者をターゲットとした管理会計領域、双方の研究プロジェクトを推進しています。財

務会計領域では、主として、⑴ 企業会計制度の特質と限界を社会経済的コンテクストに照らして

分析するとともに、⑵ 会計情報と企業価値の関係ならびに会計情報の資本市場における機能につ

いて実証的に分析することを課題としています。また、管理会計領域では、⑶ 無形資産と企業価

値の関係及びそのマネジメントについて研究を行っています。

組織と人に関わる諸問題への学術的なアプローチを体系的に学びます。組織における個人・集団及

びその行動を分析対象とする組織行動論、組織能力の構築につながる人材の活用・育成・評価など

を検討する人的資源管理論（HRM）、人間の現実の意思決定のありようを心理実験などから明らか

にする行動意思決定論が主たるバックボーンになります。さらにそれらを基盤として、自らの問題

意識にしたがって研究を進めます。論文執筆では、現在の経営環境で直面する組織やそれにかかわ

る人の具体的な問題について、また人間一般の心理の本質について、実証的分析や理論的考察を行

います。

マネジメント・サイエンスは、経営活動に合理的な意思決定を持ち込もうとする科学的方法の学問

です。複雑な現実の本質を見抜き、それをモデル化し、数学やコンピュータを利用して解析し、最

適な解を導出したり、システムの特徴を浮き彫りにしたりして、現実に立ち向かう人々に有益な

提言をするものです。このプロジェクトでは、⑴ 種々の制約のもとで最適化を行う数理計画問題、

⑵ 不確実性を含むシステムの扱い、特に確率モデルの解析やシミュレーションによる解析、⑶ 生

産・物流・情報システムを核とした経営システムの革新、経営活動の効率化、などの研究を行って

います。

４．会　計　学（浅野・野口・細海）

３．経営組織・HRM・意思決定（桑田・高尾・長瀬・高橋・西村）

５．マネジメント・サイエンス（室田・山下・芝田・森口）
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Faculty Member
専任教員一覧 （2019 年４月現在）

（*）桑田教授、西村准教授は2020年度にサバティカル等のため講義はありません。

教員氏名 主な講義科目 研究教育内容

教　授

浅野　敬志 経営分析
研究テーマは会計・統合報告と資本市場です。IFRS（国際財務報告基準）、企業開示
制度改革、ガバナンス改革の効果・影響を、主に資本市場の視点から研究しています。

教　授

桑田　耕太郎（*） 経営学 経営戦略と組織のダイナミック・インタラクションや組織変革の研究を行っています。

教　授

芝田　隆志 企業経済学
専門分野はコーポレートファイナンスです。特に、オプション理論を用いた投資プ
ロジェクト評価モデル、企業の負債評価モデル、などを中心に研究を行っております。

教　授

高尾　義明
経営組織
組織行動

組織の境界設定という切り口から、組織と個人の関係（自発性のマネジメント）および
組織間関係（技術革新を産出するビジネス・エコシステムの形成）を研究しています。

教　授

竹田　陽子 経営戦略
情報を表現し、コミュニケーションを促す技術を活用して、いかにしてイノベーショ
ンを創出する組織を醸成し、経営戦略を実現するかを研究します。

教　授

長瀬　勝彦 意思決定
行動意思決定論に立脚し、人間の意思決定プロセスや意思決定バイアスを研究しま
す。広く経営心理学の領域もカバーします。授業では論理的思考を重視します。

教　授

野口　昌良 財務会計
日本の会計制度の特質とそれを制約する基礎的諸条件を歴史分析の手法を用いて析
出することを目標としています。

教　授

細海　昌一郎 管理会計
現在、知的資本と企業業績・企業価値との関係、知的資本相互間の関係などについ
て実証的な研究を行っています。また、意思決定・業績管理に関わる管理会計上の
重要なテーマについて講義および PC 演習を行います。

教　授

松田　千恵子
経営戦略演習
財務戦略論

企業経営と金融、資本市場の間にある諸問題を研究します。財務戦略、Ｍ＆Ａ戦略
とグループ経営、情報開示と企業統治などを扱い、事業・財務・組織を統合して考
えることを目指します。

教　授

水越　康介 マーケティング・マネジメント 企業と市場の相互作用に焦点をあて、関係性構築のマネジメントを研究します。

教　授

室田　一雄 経営数理
離散凸解析の理論と応用を中心として、さまざまなシステムの解析に使える普遍的
な数理手法の研究をしています。

教　授

山下　英明 マネジメント・サイエンスⅡ
数理計画法やモンテカルロ・シミュレーションなどのマネジメント・サイエンスの
手法を用いて、経営システムや社会システムの数理モデルを解析します。

准教授

高橋　勅徳
ベンチャービジネス
ビジネスイノベーション
演習

ベンチャービジネスを組織論の観点から研究しております。近年は、環境ビジネス
とベンチャー企業をテーマにフィールドワークを行い、その成果を教育にも反映し
ています。

准教授

中山　厚穂 マーケティング・サイエンス
マーケティング・サイエンスの各手法を用いて、消費者の行動を計量化することで
マーケティング戦略上の意思決定を行っていくための方法論について研究します。

准教授

西村　孝史（*）
ヒューマン・リソース・マ
ネジメント

働く意欲を高める人事管理や仕事の設計、リーダー育成などを研究しています。最近は、
職場での人のつながり（ソーシャル・キャピタル）と人事管理の関係を研究しています。

准教授

松尾　隆
テクノロジー・マネジメント
経営学演習（生産戦略） 製造業、サービス業の保有する技術と持続的競争優位との関係を研究しています。

准教授

森　治憲 統計学基礎
統計学。最近の研究テーマは、近年急速に普及したベイズ法です。特に、事前分布
が推定結果に与える影響を研究しています。

准教授

森口　聡子 マネジメント・サイエンスⅠ
最適化理論、特に組合せ最適化、離散凸解析の研究をしています。数理モデルを通
じて経営、社会システムにおける実問題の解決法を研究していきます。
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Facilities
学習環境

月～金：	５時限	 18：20 ～ 19：50
	 ６時限	 20：00 ～ 21：30
　　土：	１時限	 10：30 ～ 12：00
	 ２時限	 13：00 ～ 14：30
	 ３時限	 14：40 ～ 16：10
	 ４時限	 16：20 ～ 17：50

授業は平日夜間と土曜日に開講していますので、働きながら学ぶことができます。

都心からのアクセスが至便で最新の設備が揃っており、授業の受講の他に自習やグループ研究の環

境が整っています。

定評のある統計解析・数式処理およびデータマイニングのソフトを揃えた PC が準備されており、

講義や自習に活用できます。また、日経 NEEDS Financial Quest などの企業財務・金融・経済に

関するデータベースも利用可能です。

各講義に用いられるテキスト・参考文献を中心とした和洋専門書のほか、国内外の多数の

ジャーナルが開架されています。本学南大沢キャンパスおよび他大学所蔵の文献についても、

ビジネススクールの事務室を通じて、貸出申し込みを行うことができます。図書室や学外から

EBSCOhost（Business Source Elite）、ScienceDirect、Wiley Online Library、Web of Science な

どの各種オンライン・ジャーナルやデータベースが利用可能です。

膨大な学術文献やデータを検索、閲覧、ダウンロードして研究を進めることができます。

授業開講時間

丸の内サテライトキャンパス

PC 教室

図書室利用

昼間のファイナンスプログラムとの連動のため、平日の夜間の MBA プログラ
ム講義は、最初の時限を５時限、次の時限を６時限と呼びます。

講義室 F PC教室 図書コーナー
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From Alumnae and Alumni
修了生の声

ビジネススクールで学ぼうとしたきっかけは今でも鮮明に覚えています。当時、事業会社の経営企画
部門に所属していた私は、外部環境の変化によりコモディティ化に苦しむ事業を立て直すというミッ
ションを持っていました。その時に、有名な「イノベーションのジレンマ」と出会い、「企業が直面
している問題に対して、このようにエレガントに説明する事ができるものなのか」と感銘を受け、ビ
ジネススクールへの進学を決めました。
とはいえ、正直なところ、当時の私がビジネススクールに求めていたものは、「経営戦略への処方箋」
であり、「色々な理論やフレームワークを学んで、それを仕事に活かせたら良いな」程度の考えでした。
ところが、１年生前期の初回の授業の事前課題で、「ポーターの５フォースの限界を述べよ」という
課題が出され、面食らったのをよく覚えています。

誰しも就職して二十年も経つと、手持ちの知識・ノウハウの引出し・思考のクセで何とかやりくりし続
けるのも限界がやってくるのでしょう。そして、悪いことにはそんな時は、もはや「知らないんだもん」
とはとても言えない年齢にも環境にもなってしまっているのです。入学前は「自分には明らかに足りな
いがあって、もう何だか無性にインプットしたい！」そんな気持ちでした。一方でむしろ私が豊富に持っ
ていながら職場では拠り所になり得ないと否定されていた、いわゆる「カンと経験」は、ビジネススクー
ルではどのように位置づけられ、役立つのだろうかとも思いました。自分で何かを紐解き努力・探求す
るタイプではないので、他力に追い立て廻される環境に身をおこう、これらが入学の動機でした。
首都大学東京ビジネススクールを選んだ理由は、勤務先からの近さ、公立ゆえのコストに加え、グルー
プ作業やディスカッションよりも、プロ（先生）による座学が相対的に多いことです。私は滝のように
プロからのインプットを浴び続けたかったのです。それは叶えられ、私は２年間インプットの滝を浴び
続け、睡眠時間を削り、読み物をこなして天を仰いでまた読んで、いつも頭の端っこに「やらなくちゃ」
がひっかかりながら修了の日を指折り数えていました。しかし、修了後数カ月で「滝ロス」に陥ってしまっ
ている自覚があります。

入学前に求めていたモノは「引出しの中の道具」ライフサイエンス系企業
IPD（Intellectual Property 
Development）カンパニー
事業推進マネージャー

（執筆時）

木川　大輔

製薬会社
商品開発部勤務

（執筆時）

箕輪　久子

修了して実感する「滝ロス」―プロからのインプット

今になってつくづく思うことは、首都大学東京ビジネススクールが目指している教育は、入学前の私
が求めていたような「インスタントな知識」を提供する場では無かったということです。フレームワー
クや理論は、世界中の研究者が、日々それらを発展・拡張させるべく凌ぎを削っており、いつかは陳
腐化してしまいます。仮に陳腐化しなくても、ビジネススクールの２年間で学んだことは、恐らくい
つかは忘れてしまうことでしょう。他方、ケーススタディや論文執筆を通じて、とことん考えぬいた
思考プロセスは、不思議と身体に染み付いているものです。そして、その過程を通じて身についた洞
察力は、極めて汎用性の高いスキルとして、ビジネスの場でも必ずや活きることでしょう。首都大学
東京ビジネススクールはそういったプロセスを重視する点に特色があると思います。
事実、修士論文執筆後には、ビジネスの場における景色が、それまでと明らかに違って見えるように
なり、修士号を取得した後もそのプロセスを続けるべく、博士課程に進学しました。

社会経験を積んでからの大学院通いは本当に有意義でした。２年で自身が「変わった｣ 実感がとても
あります。知識を得ただけでなく、仕事・組織・自分・時間等といったことへの見方・考え方・付き
合い方が変わりました。勿論「カンと経験」についての一定の見解も腹におさめました。知識を得る
ことは論理が広がるだけでなく、思考ルートや洞察力にも影響を与え、自分自身に余裕をもたらすこ
とも分かりました。修士論文執筆中に現れるちょっとした煌めきともいえる「そうか分かった！」「こ
うやって考えるのか！」という瞬間は得がたい体験でした。泥縄な性格の私がそれらの体験をしたの
は、本当に年末年始のキワだったのですが。
一方で、知識の賞味期限も意識すべきという知恵もつきましたので、「滝ロス」をただ嘆いているば
かりでなく、今後も何とかしてインプットを工夫し、煌めきの瞬間を追い求めるべく、読んだり見た
りしては考える癖を維持しなければと思っているところです。
お世話になった先生方、クラスメートの皆さん、どうも有難うございました。そしてこれからもどう
ぞ宜しくお願い致します。

実際に得られたモノは「もっと本質的な思考力・洞察力」

「滝ロス」から未来へ

－学び終えて思うこと－
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MBA を目指したきっかけはビジネスパーソンとしてより顧客の役に立ちたいという想いからです。
当時、総合印刷会社の営業職として勤めていた私は、顧客企業のマーケティング戦略の実践を支援す
るというミッションを持っていました。デジタル社会の進展に伴って顧客の抱える多様な問題に直面
し、広がり続けるマーケティング領域の中で顧客の問題を解決し、ビジネスを主導していくためには、
マーケティングはもちろん、戦略論やデータ分析、人事・組織、財務会計やファイナンスなど経営学
の知識を体系的に理解しておく必要があると考え、ビジネススクールへの進学を決意しました。

私がビジネススクールで学ぼうと思ったきっかけは、取引先とのやりとりであまりに知識のない自分を
情けなく思ったことでした。入学前は飲料メーカー系の人材サービス会社に所属し、営業のサポートで
取引先の従業員の方への研修の企画や運営を担当していました。取引先の経営者とお話しする機会も多
くあり、「会社を大きくするために少しでも必要な知識を会社の中へ取り込みたい」と熱意を示される
ことにまったく役にたてない自分を大変残念に思っていました。
会社に所属している時間だけが長くなり、経験だけで仕事をする限界を感じてもいました。本を読み、
いろいろな短期間の講座を受講しましたが、さらに学びたい気持ちが募り、ビジネススクールの検討を
はじめました。仕事と家庭と 2 年間の学習のバランスをとることができるかと大きな不安もありました
が、本学へ縁を得て入学することができました。

デジタル社会のマーケティングを統合的に主導していくための基盤を求めてシンクタンク
コンサルタント

（執筆時）

石黒　大洋

飲料メーカー系
人材サービス会社
テレマーケティング担当
部長

（執筆時）

高澤　美和

ビジネスに必要な知識とスキルを得るために

学ぶことの重要性に気づき、学び続けることをライフスタイルにできたことが、首都大学東京ビジネ
ススクールで得られた最も大きな成果です。学び続けるために必要な要素は、①知的好奇心②思考力
③洞察力④行動力⑤体力の 5 つと考えています。首都大学東京ビジネススクールで先生方や学生と幾
度となく重ねたディスカッションはとても刺激的で、これらの要素が鍛え上げられました。そして、
キャリアの面でも、経営学の学びを通じて組織を動かす上での戦略の重要性を実感し、それらをより
制約なく主導できる経営コンサルタントに転身しました。今後さらに社会のデジタル化が進み、テク
ノロジーの変化が著しい時代になれば、社会の流行は目まぐるしく変わり続けて、それに伴い、人々
の価値観や特性も大きく変わるでしょう。そのような中で、ビジネスパーソンとして社会に付加価値
を生み出していくためには学び続けることが大切だと考えています。

本学を修了して、実務に携わるにあたり、入学前と比べて仕事のレベルが上がったと自分自身で感じ
ています。理論と実務の結びつきを考え、実務ででてきた課題に対し理論から仮説をたて、検証して
考察し、行動を修正するなど、授業やディスカッション、論文執筆を通して得た思考のプロセスによ
るものだと思っています。
少人数で先生方との距離も近く、縦、横のつながりが続いていくのも本学の良さのひとつです。論文
執筆は確かに大変でしたが、先生には丁寧に指導をいただくことができ、仲間とは今でも頻繁に意見
交換の機会を持ち、刺激をもらっています。
私はクラスの中で最も年齢が高かったのですが、もっと早くに取り組めばよかったな、と修了してか
ら思いました。やれば、できるからです。迷っている方には、ぜひトライしてみてもらいたいです。
思いきって挑戦してみることで、自分の見ている世界が間違いなく変わります。

学び続けることをライフスタイルに

理論を実務に活かし、実務から理論に戻って背景を理解する
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From Current Students
現役学生の声

【入学の動機】

【入学の動機】

【入学して思うこと】

【入学して思うこと】

【これから入学を検討されている方へ】

【これから入学を検討されている方へ】

株式会社学研プラス
コンテンツプロデュース部
サブリーダー（執筆時）

株式会社パーソル総合研究所
コンサルティング事業本部
シニアコンサルタント（執筆時）

加藤　薫（2018 年度入学）

中島　夏耶（2018 年度入学）

－入学して思うこと－

「自信」はあるけど「確信」がない。ここ数年、ずっとそんな思いを抱いたまま業務に臨んでいました。いくつかの企業で経験を重
ねながらも携わっている業務内容は基本的に同じであり、自社コンテンツの他社への提供、またその逆で、他社のコンテンツの自社
での活用です。つまり、コンテンツを介して他社とのアライアンスを構築する営業職です。しかしその「自信」は「経験」と「勘」
に頼って業務を遂行しているに過ぎず、知識や理論が希薄なことへの不安が年を追うごとに大きくなっていきました。確たる知識を
もって意思決定を下すべきではないかという考えから、体系的に経営学を学ぶ、という選択肢に至りました。それは「確信」の答え
ではないかもしれませんが、「確信」を支える礎となります。また、私たちは高齢化社会と対峙しなければならない世代であり、健
康で長く働くことが望まれています。将来、どんな環境におかれても対応できる体力（経験だけでなく様々な知識）を備えていなけ
ればなりません。今私の中にある問題意識と将来向き合わなければならない課題。これらに後押しされ、入学を志望しました。

社会人として学生になるということは、働きながら学ぶということです。この意義は、体験して初めて貴重なものだと実感しました。
思考の逡巡や知識を吸収する感覚がこれまで学んできたときのものとは別のものに感じられたのです。業務の中での出来事も学習か
ら得た知見と照らし合わせると納得できる事が多いと気付きました。一方、授業では、知識を詰め込むだけではなく、理論を通して
思考力が鍛え上げられます。実践と理論の間を往き来することがバランスよい知識の習得と思考力の鍛錬を促し、それが自身の成長
へと繋がっていると感じています。
また、本校は少数制であるので先生、そして学生同士とのコミュニケーションは円滑にはかられます。先生方とは距離が近く、学友
とはお互いを思いやり、励まし合いながらそれぞれの研究に向き合っています。業務と学業の両立で不安も多い中、精神的に支えら
れるこのような環境に大変満足しています。

ビジネススクールへの入学を意識し始めてから、私は数年、二の足を踏んでいました。いくつかの学校の説明会にも参加しましたが、
「働きながら学ぶ」「MBA を目指す」ということが自分のこととして考えられなかったのです。しかし、本学の説明会に参加した後、
受験を決意していました。なぜなら、少数制であることの意義、恵まれた立地条件、先生と生徒の距離の近さ、授業内容、研究への
関心などを具体的に聞くことにより「ここで学びたい」という意識が芽生え、不安は払拭されていたのでした。
業務と学業の両立は必然的に時間の制約が課されます。その中で授業に参加し、課題に向かい、さらに書籍や論文のリーディングな
ど、時間に追われる毎日です。しかしその反面、仕事だけでは得ることのできない、充実した貴重な機会でもあるのです。ほんの少
しの問題意識や学ぶ事への興味があるのであれば、チャレンジする意義はあると思います。

大学院に入学してから、毎日が理論と実践の往復です。「授業で学んだ理論を実践に活かしていく」ことで、新たな視点に気づくこ
とが可能になったり、物事をより俯瞰してみることができるようになったり、自身の考え方の幅を広げるという今すぐにでも実践す
ることが可能なことを身に着けることができます。
もちろん、仕事と学業の両立は大変ではありますが、それ以上に得られていることのほうが多く、大学院への入学を一度も後悔した
ことはありません。
是非、首都大学東京で一緒に学びましょう！

大きく二つあります。一つ目は、教授陣との距離の近さです。
当大学の良さは、「少人数制で教員から丁寧な指導を受けられる」点であると思います。
学部時代から感じていたことではありますが、大学院ではよりその環境が整っているように感じます。
二つ目は、仲間の重要さです。当大学院に通われている学生は学位の取得だけが目的ではなく、自身が興味・理解を深めたい内容に
ついて、本気で勉強・研究をしにきている学生がほとんどです。
教授の方々だけでなく、在学生や卒業生からも多くの刺激を得ることができ、非常に有意義な時間を過ごすことができていると感じ
ています。

前職での業務は、学部時代に卒論で取り上げたテーマの延長線上のものでした。卒論を通して学んだ理論を、実践で活かし、そこか
らまた多くを学びました。
そして、実務の場で経験を積むにつれ、学んだ内容を改めて、学問として深く研究をしたいと思うようになりました。
また、業務が高度化していく中で、本や論文を通じて独学で学習することは可能ですが、自身の興味に捕らわれず、理論を幅広く体
系的に学ぶ必要を強く感じていたことも入学を決めた理由の 1 つです。
なぜ当大学院を選択したかというと、大学時の卒論のテーマを研究に取り上げるという理由もありますが、学部時代に熱心に指導し
ていただいた教授陣の記憶が強くあったからです。
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年 齢 構 成

男女比

出身大学の文系・理系構成

20 代
23.4％

30 代
35.9％

男　性
76.6％

女　性
23.4％

文　系
76.6％

理　系
23.4％

40 代
23.4％

50 代
17.2％

60 代 0％

現役学生の構成（2019 年５月現在）

MF　　　　
（Master of 

Finance） 

　本学大学院経営学研究科は、東京都の成長戦略の
一環として、グローバルに活躍できる高度金融専門
人材を養成するために、ファイナンスプログラムを
2016 年度に開設しました。取得できる学位は修士

（ファイナンス）（Master of Finance）です。最先
端の金融工学を基礎とするファンド・マネージャー、
クォンツ・アナリスト、リスク管理者の養成、およ
び事業会社の財務分野で CFO などのキャリアを目
指す方々の教育に重点を置きます。国際的水準の教
授陣による最先端のカリキュラムを提供し、国際金
融都市のアカデミックな拠点を形成していきます。
　キャンパスは MBA プログラムならびに MEc プ
ログラムと同じ丸の内サテライトキャンパスで、多
くの講義は平日の夜間ならびに土曜日に行われま
す。履修については相互に乗り入れがあり、MBA
の院生も、MF の科目を履修することができます。

Program
ファイナンスプログラム

MEc　　
（Master of 

Economics） 

　本学大学院経営学研究科では、2018 年度から
新たに経済学プログラム（MEc）を開設しまし
た。取得できる学位は修士（経済学）（Master 
of Economics）です。MEc プログラムでは、近
代経済学と歴史からのアプローチに重点を置い
ており、スタッフの多くは、これまで学術研究
に携わり経済学や関連する分野の国際学術誌に
論文を発表してきた研究者です。また本プログ
ラムは既に社会人だけではなく、さらに経済学
を深く学び探求してみたいと思う大学生にも門
戸を開いています。
　キャンパスは MBA プログラムならびに MF
プログラムと同じ丸の内サテライトキャンパス
で、講義は平日の夜間ならびに土曜日に行われ
ます。履修については相互に乗り入れがあり、
MBA の院生も、MEc の科目を履修することが
できます。

Program
経済学プログラム



詳細については、必ず公式の学生募集要項でご確認ください。

■募集定員
経営学専攻：50 名（経営学プログラム、経済学プログラム、ファイナン
スプログラムの合計）
経営学プログラムでは 30 名程度を予定しています。募集定員に満たない
場合でも入学を許可しないことがあります。

■選抜方法
選抜は９月と２月に実施予定。
提出された書類と本研究科で実施する学力試験（筆答試問、口頭試問）の
結果により総合的に判断して決定します。

■納付金等（予定額）
入学料：東京都の住民……………… 141,000 円
　　　　その他の者………………… 282,000 円
授業料（年額）……………………… 520,800 円

Entrance Examination − 入試関連情報 −

東京都千代田区丸の内 1-4-1
丸の内永楽ビルディング 18 階
TEL. 03-6268-0521

首都大学東京
丸の内サテライトキャンパス

入試関係のお問い合わせ先

首都大学東京管理部 ｜ 文系学務課　経済経営学部教務係
〒192-0397　東京都八王子市南大沢1-1
TEL.042-677-1111（内線 1715、1716）

入試関連等の情報は、ホームページにて随時更新して参ります。

https://www.biz.tmu.ac.jp スマートフォン・タブレット
の方はコチラから

AccessMap


